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Michio　Hara
　義太夫節が成立を見た17世紀末以降，江戸時代全般を
通じて，およそ1000篇にも及ぶほどの多数の人形浄瑠璃
曲が作られた。もっとも，そのうちの大半は，現在，そ
の作曲や演出の伝承が全く絶えてしまっているために，
音楽としての演奏，或いは演劇としての上演に直接触れ
ることの出来ないものとなっている。
　しかしながら，それら諸作の本文に関しては，浄瑠璃
に固有の特色として，その全文を忠実に記載した正本と
呼ばれるテキストが，作者や太夫の責任において出版さ
れるという原則が確立していたことのために，伝存する
そのテキストを読むという形での作品の受容は，常に可
能とされてぎていたのである。もとより，そのことが，
浄瑠璃研究を行うに当っての最も有利な条件となってい
ることはいうまでもないだろう。
　ところが，近代になって，江戸期版本とはその表記体
系が一変してしまうと，多くの人々にとっては，その正
本に対し改めて「翻刻」という用字置き換えの操作を施
すことをしなければ，その本文を読むことが出来ないと
いう新しい事態が生ずるに至ったのだった。しかるに，
一方，現時点において，その本文が翻刻・活字化されて
いるという事例は，それら臓大な浄瑠璃作品群中のせい
ぜい半数程度にしか過ぎない。しかも，そのうちの大部
分は，主として明治期から昭和10年代までの刊行になる
ものであるために，現在では，そうした活字本を直接手
にするということさえもがなかなか容易ではないといっ
た状態になっているのである。恐らく，昨今の一般読者
や学生にとって，平素浄瑠璃作品に親しむという機会が
極度に減少してしまっでいるという事実も，それに起因
するところの大きなものであるに相違ない。そして，と
りわけ，第二次大戦後の浄瑠璃研究の対象が，ともすれ
ば，比較的狭い範囲内の作品に限定されがちであったと
いう現象の背後にも，全集のある近松門左衛門と紀海音
の諸作や，名作古典シリーズに採録されるようなごく限
られた特定の作品以外の翻刻があまりなされなくなって
しまっているという事情が密接に関与しているのではな
いかと思われる。／
　そのような現状を考慮に入れた上で，数年以前より，
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他大学の研究者との共同作業として，最近活字本では読
みにくくなっている主要諸作品を翻刻・刊行するという
計画を進めてぎた。1987年6月に国書刊行会より上梓し
たr近松半二浄瑠璃集〔一〕（叢書江戸文庫14）』はその
企ての一端に他ならない。なお，因みに，同書作製の基
礎となった半二作品研究に際しては本研究所の’87年度
個人研究費をも活用した。
　ところで，本’88年度個人研究においては，引き続き
同計画の一環として，紀海音引退後の豊竹座が享保期に
上演した諸作品を翻刻・公刊するための基礎研究を行な
った。但し，当初の計画では，その成果を前記叢書中の
一冊『豊竹座浄瑠璃集〔一〕』としてまとめることを予定
していたが，その後の作業の遅れのために当該期間中に
刊行することが不可能になったので，ここでは，以下，
それに代るものとして，本研究費によって行なった同書
作製のための最も基礎的な事柄に関する調査結果のみを
整理・報告しておくことにしたい。
　　　　　　○　　　　　　　　　○
　寛政期（1789～1801）頃の成立とされる『浄瑠璃譜』
が，「操り段々流行して歌舞伎はなきがごとし。芝居表
は数百本の幟進物等数を知らず。東豊竹・西豊竹と相撲
のごとく東西に別れ，町中，近国贔屓をなし，操りの繁
昌いはんかたなし。」と記しているように，18世紀前半
の上方劇壇では，人間の演ずる歌舞伎よりも人形浄瑠
璃，すなわち，操り人形の芝居の方が，幅広い人気に支
えられ，且つ又，質的にも優れた作品を次々と生み出す
というすこぶる特異な状況が展開されていた。そして，
そのような後者の隆盛が，これも同書にある通り，もっ
ぱら斯界を代表する竹本・豊竹両座の競い合いを通して
実現されてきたものであったという次第も周知のところ
と思われる。
　ところが，従来の浄瑠璃史研究にあっては，その後浄
瑠璃・歌舞伎双方を通じて繰り返し上演されることにな
るような著名作品の多い竹本座に関する知識はかなり一
般化しているのに対して，豊竹座の動向や作品について
の言及は比較的乏しかったといわざるを得ないだろう。
例えば，人形浄瑠璃の最盛時といわれる寛保～寛延期
（174ユ～50）を取り上げてみた場合，そのユ0年間に上演
された新作（旧作の改題や増補は除く）が竹本座に18
篇，豊竹座に25篇あるうちで，現在活字化されているも
のは前者の11に対して後者の4という甚だ不均衡な事態
が認められるということなど，その最も端的なあらわれ
と見てよいのではなかろうか。ともあれ，このような豊
竹座をめぐる基本的事象についての情報不足ということ
が，現在，浄瑠璃史の流れを総体的に把握してゆく上で
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の大きな障害となっているという事情は改めていうを侯
たないはずである。上記’88年度における研究課題の設
定は，そうした欠落を補うための試みの第一歩として考
えられたものに他ならない。
　　　　　　○　　　　　　　　　　○
　享保期（1716～35）における豊竹座の動向の概略を知
るために，まず，その作品年表を掲げておくことにしよ
う。表中，各作品冒頭の○印はその本文が翻刻されてい
るもの，題名に続く（　）内には作者，更に浄瑠璃絵尽
しの伝わるものはその所蔵機関（個人所蔵は除く）を
〔〕内に，又，その正本が本学図書館に所蔵されてい
る場合にはその七行本十行本の別を〈　〉内に示すもの
とする。なお，その他の関連事項については，適宜“”
内で触れることにした。
正徳5年（1715）
　秋“座本豊竹若太夫，上野少橡を受領♂
享保初年頃か
　　　　　　〇八百屋お七（作者・紀海音）
　　　　　　○殺生石（海音）
　　　　　　○本朝五翠殿（海音）
享保元年（1716）
　正月か　　〇八幡太郎東初梅（海音）
　正月か　　○鎌倉三代記（海音）〔絵尽し・天理図書
　　　　　　　館，東大文学部〕
　この年か　○新板兵庫築島（海音）〔天理〕
享保2年（1717）
　春か　　　○傾城国性爺（海音）
　9月　　　照日前都姿一正本不明
享保3年（1718）
　8月　　　　傾城吉原雀一正本不明
　11月前か　○山椒太夫葭原雀（海音）
　11月　　　　今様賢女手習鑑一正本不明
享保4年（1719）
正月
5月
8月か
10月
　この年か
享保5年（1720）
　正月　　　○鎮西八郎唐土船（海音）
　9月　　　○日本傾城始（海音）
享保6年（1721）
　正月　　　〇三輪丹前能（海音）
　5月　　　　伏見常盤物語一正本不明
○義経新高館（海音）〔天理〕
○神功皇后三韓責（海音）
○頼光新跡目論（海音）
　業平昔物語一正本不明
〇三勝半七二十五年忌（海音）
　閏7月　　○呉越軍談（海音）〔九大文学部，東大文〕
　10月か　　○富仁親王嵯峨錦（海音）
　顔見世か又は7年顔見世か
　　　　　　○坂上田村麿（海音）〔東大文〕
享保7年（1722）
　正月　　　○大友皇子玉座靴（海音）
　4月か　　○心中ニツ腹帯（海音）
　11月　　　○東山殿室町合戦（海音）〔九大文〕
享保8年（1723）
　正月　　○玄宗皇帝蓬莱鶴（海音）〔九大文，東大文〕
　5月　　　記録曽我玉笄髭（戸川不鱗）〔九大文〕
　7月か　○井筒屋源六恋寒晒（西沢一風，田中千柳）
　7月　　○傾城無間鐘（海音）
　　　　“本作以降海音作なし。この翌年頃に引退か。”
　11月　　　建仁寺供養（一風，千柳）〔天理〕
　この年前か
　　　　　○忠臣青抵刀（海音）
享保9年（1724）
　2月　　　頼政追善芝（一風，千柳）〔天理〕
　3月　“上記興行中，大坂享保の大火事のために全
　　　　焼。以後8月まで，堺，曽根崎，伊勢で旅・仮
　　　　興行。9月下旬に再建成る。”
　10月　　　女蝉丸（一風，千柳）〔東大文〕
享保10年（1725）
正月
3月
5月
10月
　○昔米万石通（一風千柳）
　　南北軍問答（一風，千柳）〔東大文〕
　　身替張張月（一風千柳）〔九大文，天理〕
　　大仏殿万代石楚（一風，千柳）
“この後，千柳退座。不作続きの責を負ったも
のという。”
享保11年（1726）
???　　曽我錦几帳（安田蛙文）
　○北条時頼記（一風　並木宗助，蛙文）〔九
　　　大文，東大図書館，早大演劇博物館〕
“この興行大入りのため，12年閏正月まで続演。
一座の財政的基盤ようやく安定。”
享保12年（1727）
　2月　　　清和源氏十五段（宗助，蛙文）〔演博〕〈本
　　　　　　学図書館に七行本＞
　8月　　○摂津国長柄人柱（宗助，蛙文）〔演博〕
享保13年（1728）
　2月　　　尊氏将軍二代鑑（宗助，蛙文）＜七行本＞
　5月　　　南都十三鐘（宗助，蛙文）〔東大文〕
享保14年（1729）
　正月　　○後三年奥州軍記（宗助，蛙文）〔天理〕
　9月　　　藤原秀郷俵系図（宗助，蛙文）
享保15年（1730）
　正月　　　蒲冠者藤戸合戦（宗助，蛙文）
　5月
　8月
享保16年（1731）
正月
4月
9月
10月
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○本朝檀特山（宗助，蛙文）〈七行本〉
　楠正成軍法実録（宗助，蛙文）〔東大文〕
　源家七代集（宗助，蛙文）〔演博〕
　和泉国浮名溜池（宗助，蛙文）
“座本上野少橡，越前少豫を再受領。”
　赤沢山伊東伝記（宗助，蛙文）
享保17年（1732）
5月
9月
10月
　今様傾城反魂香（不明）
　待賢門夜軍（宗助，蛙文）
○忠臣金短冊（宗助，小川丈助，蛙文）〔東
　　京芸術大学図書館〕
享保18年（1733）
　2月　　○お初天神記（不明）
　4月　　　鎌倉比事青砥銭（蛙文）
　7月　　　券伶人吾妻雛形（宗助，並木丈助）
享保19年（1734）
　6月　　　曽我昔見台（宗助，丈助）〔九大文〕
　8月　　○那須与市西海硯（宗助，丈助）〔九大文〕
享保20年（1735）
2月
5月
8月
　　南蛮鉄後藤目貫（宗輔か）
“この興行，大坂落城を仕組んだことを餐めら
れて直ぐに禁止゜”
　○万屋助六二代補（宗輔添削，丈輔）〔東大
　　　文，演博〕
　○苅萱桑門築紫蝶（宗輔，丈輔）〔東京芸大〕
　　　〈七行本〉
　近世前期の人形浄瑠璃の一座は，通例，人気と実力と
を兼ね備えた個性的な太夫の主宰の下に結成されること
を原則とした。従って，その中軸となる太夫の芸風に即
して，その座に固有の特色が形作られてくるということ
になるのである。
　もとより，そのことは，豊竹座の場合にも，決して例
外ではなかった。というよりも，元禄16年（1703）の旗
上げ以来同座が退転する前の年の明和元年（1764）に84
歳で没するまでの約60年間にわたり，創始者豊竹若太夫
（’15より上野少縁，’31より越前少橡）が一貫してその
中心的存在であり続けていた豊竹座にあっては，そうし
た代表的太夫個人の独自性がその座の芝居そのものの性
格を規定してゆくという度合は，有能な興行主竹田出雲
によって一座の組織化が進められていたライバルの竹本
座に比べて，はるかに大きなものがあったと見なされて
いるのである。
　だとすれば，ここで考察の対象にしようとする享保期
の豊竹座とは，上記の年表からもわかる通り，まず何よ
りも，盟主若太夫の上野少縁時代，すなわち，陽旋法を
基調として彼生来の美声を生かした華麗な東風（豊竹座
を特徴づける独自の曲風。なお，これに対して質実な陰
旋法の竹本座の曲風を西風と呼んだ）を次第に確立させ
つつあった充実期に当る時代として捉えられる必要があ
るだろう。そして又，その20年間は，更に，それぞれ中
心となる作者の活躍に応じて，㈹海音の時代（元年～8
年），（B）一風・千柳の時代（8年～10年），◎宗助・蛙文
の時代（11年～17年），◎宗助・丈助の時代（18年～20
年）という四つの時期に区分して考えることが出来るは
ずである。以下，それら作者たちに主眼を置きながら，
各期の概要を示しておくことにしたい。
　（A）海音の時代（元年～8年）
　寛文3年（1663）大坂御堂前にある老舗の菓子商鯛屋
の次男に生まれた海音が，20余年間にわたって修行を積
んだ黄藁僧からの還俗を果し，縁あって若太夫のために
浄瑠璃を執筆するようになったのは，元禄末年，18世紀
初頭に当る40歳頃のことだったらしい。そして，その
後，引退の伝えられる享保9年（1724）までの四半世紀
の間に，彼の残した浄瑠璃作品としては，現在，45篇
（内，時代物36，世話物9）の確実作の存在が知られる
が，そのうちの半数を越える24篇（時代物21，世話物3）
が当期に作られたものと推測されている。つまり，中年
を過ぎてから作者の道へとはいった彼にとって，この54
歳以降の10年間は，比較的早いペースで，自分独自の世
界を確立するに至った完成期となっているのである。
　周知のように，彼の作風の特色は，複雑に仕組まれた
筋立ての中で「義理」をめぐるドラマがすこぶる理詰め
に展開されてゆくという時代物において殊に顕著に見ら
れるが，他方，最後の世話物『心中ニッ腹帯』が，同題
材を脚色した竹本座の近松作r心中宵庚申』よりも大き
な評判を取ったということも伝えられている。これかれ
を併わせて，後発の豊竹座が先行の竹本座とよく拮抗出
来るまでにその地位を高め得たという点で，彼及びこの
時期そのものの豊竹座史上における役割が重視されてし
かるべきだろう。なお，海音の作品はすぺてr紀海音全
集』に翻刻されている。
　（B）一風・千柳の時代（8年A・10年）
　近松・海音以後の人形浄瑠璃界にあっては，複数の作
者による合作の制度が定着を見ることとなった。その豊
竹座における最初の事例が，この一風・千柳の組み合わ
52 人文科学研究所年報No．30
せで，3年間に8篇（時代物6，世話物2）の作品を残
している。
　立作者西沢一風の出自は大坂の正本屋で，元禄期より
家業を継ぎ，演劇関係の書物，特に豊竹座の浄瑠璃正本
の版元として知られていた。と同時に，自身文筆の才も
あり，浮世草子などを著わしたりもしていたが，海音の
引退後には，自ら豊竹座のために浄瑠璃の執筆にも手を
染めて，『北条時頼記』等の当り作を書いている。但し，
この時期の千柳や，後の宗助・蛙文らとの合作に際し
て，いずれも彼が立作者とはされているものの，その実
態は顧問格として上置き的な性格のものに止まっていた
ようである。
　一方，一風の脇として，実質的にはこの期の豊竹座を
支える作者となっていた田中千柳だが，その閲歴につい
ては全く知られない。従来，一座の不入りのために自ら
申し出て退座したとの伝が残るところから，その力量に
関して過少評価されてきた気味があるが，最近では，地
味ながらも情味の具わる巧緻な作風を高く買おうとする
向きもある。
　ところで，この時期以降の享保期豊竹座作品で，現
在，信頼するに足る翻刻のなされているものは殆どない
といってよい。差し当っては，彼の到達点ともいうべき
r大仏殿万代石楚』の本文を活字化することによって，
その正当な評価の検討が広く試みられてよいだろう。
　（¢）宗助・蛙文の時代（11年～17年）
　一風を立作者とする豊竹座最大の当り作『北条時頼記』
に初めてその名を現わした並木宗助（後に宗輔，一時期
千柳）は，元禄8年（1695）の生まれで，当初臨済僧と
して僧籍にあったが，30歳を越えたこの頃に還俗，前記
の一風（或いは千柳）の門人となって入座を果すに至っ
たものらしい。そして，この時期以降寛保2年（1742）
までと最晩年には豊竹座に属するが，その他竹本座や歌
舞伎界においても活躍し，人形浄瑠璃最盛期を代表する
大作老として多くの傑作を生み出すことになるのであ
る。そのような彼にとって，自身立作者として蛙文との
合作14篇（全部時代物）を著わしたこの時期は，初めて
この世界に第一歩を踏み出したいわば習作時代というこ
とになるのだが，既にその作中には，人間存在にまつわ
る暗い宿命を捉えようとする深みのある独自の視点な
ど，後の大成を十分にうかがわせる要因のあることが指
摘されている。
　又，脇作者安田蛙文は，享保末年歌舞伎作者へと転身
するまでの7年間強を通じて，もっぱら手堅い技法で宗
助をよく助け，ともに豊竹座隆監の基礎を固めることに
大きく貢献した。但し，その閲歴に関しては不明である。
　彼らの作としては，豊竹座にとって最も記念すべき
r北条時頼記』の他，『摂津国長柄人柱』r後三年奥州軍
記』r忠臣金短冊』などの再検討が果されるべきだろう。
4作ともに絵尽しが残されている。
　（D）宗助・丈助の時代（18年～20年）
　宗助の門人並木丈助（後に丈輔）の前身は医者とも北
の新地の茶屋ともいわれるが，そのいずれとも決し難
い。大衆作家的資質に恵まれ，この時期には4篇（皆時
代物）の合作に関与して，師の作品に華やかな彩りを添
えたことが評価されている。やがて，一旦は歌舞伎作老
となるが，後に再び浄瑠璃作者に復帰した。
　この期の問題作には，両者合作のr那須与市西海硯』
『苅萱桑門築紫繰』の他，宗輔単独作といわれる『南蛮
鉄後藤目貫』などがある。とりわけ，後者は，上演禁止
の件も絡んで，写本しか伝えられていないものである。
